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津軽海峡北岸で初めて採集された暖流性海藻について

山本弘敏

(北海道大学水産学部水産植物学教室〉

On Nine Warm-Current Seaweeds New to the 
Northern Coast of the Tsugaru Straits 

Hirotoshi YAMAMoTO 

Abstract 

In the present paper is repor七edfor the fir郁 timethe∞四rrenωofthe 
following nine species of warm-eurrent seaw斜池 onthe northern ∞ast of the 
TBl喝aruStraits which were ∞llected by the writer during his research on the 
marine flora of the∞ast: Pachydict宙開 ωriaceum，Duophu8 okamurai， Ishige 
okamurai， Amphiroa z叫 αtα，Pパonitispωe畑 ，Callophyllis adnata. Hemineura 
8chmitzia処a，Ac仰 80riumpolyneuru例 andACrD80何事，m unc伽atu悦. Of位1e鈎
species，鴎venare already known from the Kojima Islet off the∞ωt of Matsumae 
but not from the ∞ωt of the main island of . Hokkaido， and two， namely Ishige 
okαmurai and Hemineurα8chmitzi仰 a，are now added for the first time 加 the
Hokkaido ma討neflora. 

緒言

著者は， 1959年以来，津軽海峡北岸(松前から恵山岬)の海藻分布を調ぺるため採集を行なってき

たが，その結果，海峡西口附近(松前地方〉から函館にかけての沿岸で，暖流性の種をいくつか採集

することができたので，他の研究者による津軽海峡附近の採集地点からの報告と合せ，種の確定した

ものをここに報告しておきたい。

津軽海峡は，海峡西口附近では対島暖流，東口附近では千島寒流の影響を受ける。このため，本州

の中南部に分布する暖流性の種でこの海峡内に生育するものの分布は松前附近から白神岬までか，あ

るいは函館附近までに限られているようである。そのため，北海道各地沿岸の海藻分布と比較する

と，この地域は，道南の離島小島と共に特徴のある場所である。

本論に入るに先だち，研究の指導と本稿の校閲をいただいた時国郎教授に深く感謝の意を表する。

また，採集の便を計られた，松前町松城小学説教諭浅利政俊氏に厚く御礼申し上げる。

種の鋭明

Pachydictyo" coriacelllll (Holm倒)Okamura 和名:サナダグサ

Plate 1， Figs.、1-2;III， Figs. A-B 
Okamura，18伺， p. 13， pl. 1， figs. 31-34 

Syn. Glossophoraωriaceu俄 HolIi1es，1895， p. 251 

Pachydict宙開 Binghαm旬e(J. Ag.) Daw船n，1950， p. 86 

-215-



北大水産業報

海侠附近からの採算配録: 母衣月(高松， 1938)， 

小島(山田， 1942)，門前(加藤・加藤， 1船3)，潮瀬

崎(加藤・加藤， 19回)。

海峡北岸ての採算: 松前(山本， July 1964)， 

茂辺地(山本， August 1962)。

体の高さは 5-11cm，校は叉状に分岐し，枝の

幅は広いところで， 5-7mmである。校の上部は

次第に細くなり，校端は鈍円，時に2裂する。体組

織は髄層，中間屑，外層の3層より成る。髄屑は 1

層，まれに2層の細胞よりなり，その細胞相互の隔

壁にはところどころ膜孔が見られる。外層は1層の

小さな細胞より成る。中間層は通常1層の小さい細

胞から成り，体の縁辺部には常に存在するが，その

他の部分では不完全となり連続して存在しないとこ

ろが多い。体色は黄褐色ないし緑褐色を呈し，乾燥

すると校の先端を除いて体は黒褐色となり，古い体

では全体が黒色となる。

筆者の標本では，体の上部において，中間層は非

常に不完全であるが“老生部ハ・・・・・・表層ハ一層ニ

シテ其下ニ少ナクトモ一層ノ小サキ中間層細胞アリ

(所々之ナキアリ)"(岡村， 1936， p. 165-166)と中

閣層の不完全な場合の記載がある故，サナダグサと

伺定した。

Dilophus okqmu，ai Daw回 n
和名:フクリンアミジ

[XV，4 

北海道

Plate 1， Fig百.3-5; III， Fig. C 

Dawson， 1950， p. 86 

Fig. 1. Map showing位1eωllecting
pl制潟saround the Tsugaru Straits 

Syn. Dictyota勿ωrg伽ataOkamura， 1913， p. 33， pl. 108， tig. 9; pl. 109 

Dilophu8伽 arginatu8(non J. Ag.) Okamura， 1915， p. 154 

海峡附近からの採集配録: 青森(岡村， 1936)，小島(山田， 1942)，釜石(川島， 1954)，米崎(JII

島， 1954)。

海峡北埠ての採集: 松前(山本， Au忠誠 1960，伽tober1960， April 1鮪2，May 1963， July 

1964)，白神岬(山本， April 1962， April 1963， May 1963)，穴澗(山本， August 1964)。

体の高さは 3-6cm，非常に小さな盤状根とその附近からでる糸状根により地物に附着して叢生す

る。糸状根の或るものは伸びて新しい個体となり，あるいはその上に新しい個体を発出する。校は叉

状に分岐し，校の上部は一般にやや拡がり，先端は鈍円となる。体の幅は3-8mm，厚さは中間部で

120-150μ に達する。髄層は縁辺部を除いて，高さ 70-90μ の細胞の一層(まれに2層)より成り，

縁辺部は (2-)4-5層よりなり，肥厚して体に縁をとったようになっている。外層は高さ 14-21μ

(-26.ゅの細胞の一層より成る。四分胞子褒は先端の若い部分の直下，あるいは上部から中間部にか

付，点々と不規則な斑点を成すが，後にそれらは合流して大きな斑点となるものが見られる。体は幾
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分硬い手触りを有し，縁辺の肥厚している部分は，時により，肉眼的にあるいは手触りで知ることが

できる。

本種は松前と白神岬では潮間帯から，穴澗では水深約 4mの岩の上から採集されたが，水深30m

から採集された記録(山田， 1942)もある。松前附近では，普通に見られる海藻の一つであるが，白

神岬以東では非常に稀れである。

Isluge okamllrai Yendo 和名:イシゲ

Plate I1I， Fi酔.D-E 

Yendo， 1907， p. 154， pl. I!， figs. 1-8 

海侠附近からの採績配録: 佐井(高松， 1938)，字鉄(高松， 1938)，小砂)11(加藤・加藤， 19回〉。

海峡北岸での採集: 松前(山本，Oc加ber1960， Apri11962， August 1962)，白神岬(山本， April 

1962， May 1962)。

体は通常高さ 4-7cm，時に 17cmに逢するものを5月に採集した。枝は円柱状，または扇圧で表

面に凹凸あり，不規則に曲り，叉状，または時に不規則に分岐し，校の幅は1.5-2mm，分岐点下で

は時に 4mmに達する。体の色は生時，黄褐色から黒褐色を呈し，乾燥すると黒色となる。

本種は松前から白神岬にかけ，春季，波の当る高潮線の岩の上に群生するが，夏季には殆んど流失

して見えなくなる。白神岬以東には未だ発見されていなし、。なお，春季 (4月頃〉の個体にはスサピ

ノリ (P，仰 phyrayezoe偽sis)の着生が見られる。

本種の採集については浅利政俊氏に負うところが多い。

Ampluroa zonata Yendo 和名:ウスカワカニノテ

Plate I!， .Figs. 1-2; III， Fig. F 

Yendo， 1的'2，p. 10， pl. 1， figs. 11-14; pl. IV， fig. 9 

海峡附近からの採.te録: 下風呂(高松， 1938)，小島(三本管， 1962，未発表〕。
海峡北樺での採集: 白神岬(山本， April 1962)。

体は高さ 2-3cm，下部円柱状で太さ 0.5-0.6mm，上部にやや太さを増し扇円となる。校は規則

的に叉状に分岐し，まれに3叉する。校端はぞや拡がり，幅1.2mmに達し，時に細い円柱状で終る

ものもある。枝の表面には規則的な輸紋がみられ，乾燥標本では，枝端に 1個の顕著な溝が見られる

ものが多い。体の縦断面を見ると髄層は長い細胞(畏さ 80-倒的の 2-4層と短い細胞(長さ約

30μ まで〕の1層とが交互に層を成している。皮層は薄く，‘小さな細胞の 1-3(-4)層より成り，円

盤状を呈する小さな表層細胞(厚さ約 8μ〉で被われる。四分胞子褒案は体の中間部から上部にかけ，

一方の面に散在し，体表面に突出している。膝節の組織の構造は節間部の髄層と同様である。

上述の如く，枝がヌ状分岐すること，枝の表面の輪紋，乾燥標本に見られる枝端の溝，体の表層組

織の薄いこと等，本種の原記載と一致する。

本種は，潮間帯の波の当る岩の上に生ずるものを採集したが，生育状態は非常にまばらである。

Prionitis pate.悶 Okamura 和名:ヒラキントキ

Plate III， Fig. G 

Okamura， 1899， p. 3， pl. 1， fig圃.18-20 

海峡附近からの採算配録: 大間(山田， 1偲8，高松， 1938)，小島(山田， 1942，三本菅， 1962， 

未発表〉。

海侠北難ての採纏: 函館住吉浜(金子， A噌 ust1962)。
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体の高さは 1l>cmに達し，幅は 2.5-5mmである。四分胞子嚢は枝の左右に羽状に出る小枝のよ

4こ形成される。体の色は赤色ないし赤褐色を呈する。

本種は水深 4-5mの海底からテングサ採取ドレッヂによりテングサ，カギウスパノリ等と共に採

集されたものである。

Callopiyllis ad1Ulta Okamura 和名:ネザシノトサカモドキ

Pla旬 II.回.g.3; III. Fig. H 

Okamura. 1932. p. 79. pl. 289 

海峡附近からの採集配線: 小島(三本菅， 1962.未発表〕。

海侠北燥での採集: 松前(山本， April 1鮪2.A噌 U峨 1962.July 1964).白神岬(山本.April 

1962. July 1964)。

体は基部に突起を出して地物に着生し，高さ 2-6emに達し，質は生時軟かく，あるいは幾分硬い

膜質ー肉質で，厚さは約お0μ である。校は叉状，掌状，時に不規則に分岐し，扇状に拡がり，幅は

3-20mmに達する。校端は鈍円におわる。枝の側面や表面から体の中間部あるいは上部においても

往々突起を出して他の校と癒着する。枝の縁辺はわずかに，あるいは大きく波状を呈し，時に小さく

ちぢれる。体の髄層は円形ないし梢楕円形の大きな細胞の 1-3層よりなり，これらの細胞を少数の糸

状細胞が取り聞こむ。表層は漸次外側の方に小さくなる細胞の2-4属より成り，最外部の細胞の高さ

は4-5.8μ である。四分胞子嚢は表層細胞の間に散在し，大きさは 26-32sX14-18μ で十字様に分

裂する。嚢果は体の全面に散在し，球形で，直径は O.8....1.2mm.体の一面に半球状に突出し，時に

反対側にも幾分突出する。通常 1-2個の嚇状突起を有するが，突起の殆んど無いものも多い。体の

色は赤色あるいは黒味がかった赤色を呈する。乾燥標本を水に入れても容易に解類することがない。

本種は，低潮線附近の岩の上やイガイの上に着生し，また，シオグサの基部にカザシグサ等と共に

みられる。松前附近では，普通に見られるが，白神岬以東には稀れである。

本標本は，体の表層の細胞層の数において，また，乾燥標本の二年間経たものを水に入れても容易

に解頚しないことなどの点で，原記載と多少相違するところがあるが，その他の特徴において一致す

る。

Hemi"制 rascimit:ia1Ul De Toni et Okamura 和名:ハプタエノリ

Pla句 1.Fig. 6; 11.町伊.6-8; lV. Fig. A 

工)eToni et Okamura， 1894. p. 76. pl. 16. fig圃.6-12

海峡附近からの録集配録: 大間〈岡村.1927， 1936)，下風呂(岡村.1936)。

海峡北埠での録集: 松前(山本， A噌 ust1962)。

体の高さ 6-15em，葉状で縁辺より多くの小裂片を出す。裂片の中のあるものは時に非常に大きく

生長し，主校とまがうようになるため，体型に変化が著しい。体の幅は 5-25mm，中駄を有する。

中除はそれ程明確ではないが，他の枝の中肢と連絡することはなく，側脈や細脈は存在しない。四分

施子嚢は縁辺より出る小裂片に形成され，その中心線を中にして左右2群に分れているが，時には合

流する。体の内層は，大きな細胞よりなり，外層は小さな細胞からなるが，中目永附近の肥厚した部分

では，内層と外層の間にさらに 1-3層の細胞層が見られる。中肱部においても，内層はかなり明確

に識別することが出来，そこから外側に向って次第に小さな細胞となるが，内層細胞に接してところ

どころに小さな細胞が点在する。体色は生時，淡紅色を呈する。

本種は，水深 3mぐらいの岩の聞に漂流していたものを採集したのであるが，おそらく漸深帯の岩

上に生育するものと忠弘現在まで，日本海沿岸に分布することは知られていないが，これら漂流個
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体が海流によって遠くから運ばれて来たとしても，津軽海峡沿岸における8月の海流の状態から考え

て，日本海沿岸のどこかに生育しているものと思われる。

Acrolorillm polYIteIl"，m Okamura 和名:スジウスノミノリ

Plate IV， Figs. B-D 

Okamura， 1936， p. 787 
海峡附近からの採.m最: 弁天島(川島， 195わ，下風呂(川島， 1957)，民屋崎 CJII島， 1957)， 
小島(三本管， 1962，未発表〉。

海峡北埠での採集: 松前(山本， April 1962)，白神岬(山本， April 1962)，立待岬(山本，

A曙Ul!t1961， oc初出r1962， A暗闇t1舗の。
体は裏面より突起を出して地物上に旬包する。体の高さは 3-5cm，1-3回掌状にあるいは叉状

に分岐する。体の幅は5-10mmに達し，全縁で，校端は幅の広い鈍円におわる。体表面には肉眼的

に明らかな細除を有する。体の色は赤紅色を呈する。

本種は川島 (1957)により青森県沿岸に普通に生育することが報告されたが津軽海峡北岸において

も，テングサやホンダワラ類その他の海藻のよや岩の上に着生するのが普通に見られる。岩の上に生

育するものには，体の中間部から上部にかけて体の裏面の突起はみられない。海浜に打ち揚げられた

標本は比較的大型のものが多く，時には縁辺から小裂片を出しているものがみられる。本種には四分

胞子嚢は記載されているが，筆者の採集した標本には生殖器官を有する成熟個体はまだ見出されない。

Acrosori，酬脚c;lUltllm(J. Ag.) Kylin 和名:カギウスノ〈ノリ

Plate 1， :Figs. 7-8; 11， Figs. 4-5; IV， Fi伊.E-F 
Kylin， 1924， p. 78， fig. 61 

Syn. Fucus laceratuB Turn. var. unci拠 t制 Tum.，l船8，pl. 68， figs. c-d 

Niめphyllumuncinatum (Gmel.) J. Ag.， 1852， p. 654 

海峡附近からの採算配録: 佐弁(高松， 1938)，小島(三本菅， 1962，未発表〉。

海峡北場ての採集: 函館住吉浜(金子及び山本， July 1962)。

体は高さ 6-7cm，下部から根様突起を出して地物に着生して儒官面する。生時は幾分硬い膜質であ

る。体の厚さは下部は 110-130μ，上部は50-60μで顕微鏡的細脈を有する。校は不規則な叉状，羽

状，あるいは裂片状に分岐し，各校は 2-12mmの幅を有するが，上部は次第に幅を減じ，先端附近

では 1-2mmとなるものが多い。枝端は往々鈎状を呈している。四分胞子褒は縁辺から発出する突

起状の小枝の上に円型の子嚢3涯を成しているが近接するものは時に合流し不定型を呈する。四分胞子

嚢は表層の内側細胞から形成される。体色はやや黒ずんだ赤紅色を呈し，乾燥標本は紙に着くことが

十分でなし、。

本標本は，水深 4-5mの海底からドレッヂにより採集されたもので，テングサの下部に附着して

いた。

要約

津軽海峡北岸の松前から函館tこいたる沿岸で採集した海藻の中に，従来この沿岸から未報告の暖流

性の海藻9種を得たので，ここに報告する。そのうち，イシゲ，ハプタエノリの2種は，北海道の海

藻フロラに初めて加えられる種であり，その他の7種はいずれも北海道としては松前沖の小島で採集

された記録があるだけで，北海道本土に産することは今回初めて明らかにされたものである。
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Explαnation of Plates 



PLATE 1 

Pachydictyon coriaceum (Holmes) Okamura 

Fig. 1. Cro鑓 sectionof a marginal portion of the thallus， showing peripheral outer and 

inner or median layers of small cel1s and the middle layer of large cells with thick lateral 

walls po醐 ssingpits 

Fig. 2. Part of section through tetrasporangial鉛>rus

D'ilophu8 okamurωDawson 

Fig. 3. Cross section of marginal portion of the thallus， showing the medu11a ∞nsisting 
of a relatively small number ofωl1s 

Fig. 4. Cro呂田 section through marginal portion of the tha11us， showing medulla ω>nsisting 

of a relatively large number ofωUs 

Fig. 5. Section of tha11us bearing tetrω.porangia 

He骨tineurα8ch悦 itzi側 aDe Toni et Okamura 

Fig. 6. Surfaωview of a branchlet with two groups of tetrasporangia formed on both 

sides of its median portion 

Acr080γium unc伽αtum(J. Ag.) Kylin 

Fig. 7. Surface view of part of a frond showing circular tetrasporangial sori on sma11 

proliferations 

Fig. 8. Surfaωview of tetrasporangial ωri， one solitary and two merging， on proliferations 
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PLATE 1 



PLATE II 

A慨 phiγ叫 zo伽 tαYendo

Figs. 1 & 2. Surf:縦割eview of the terminal portion of a branch showing regular striations 

on i勾 surfaceand a conspicuous furrow parallel to its apical margin 

CallophyllisαdnatαOkamura 

Fig.3. Cr畑蹴:tionof a thallus bearing tetrasporangia 

Acro却 riumuncinαtu悦 (J.Ag.) Kylin 

Figs. 4 & 5. Cr<渇ssections through the upper and lower pa此sof fronds res酔ctively

He骨伽eur，αschmitzianaIぬToniet Okamura 

Figs. 6 & 7. Cross section through the marginal part of a frond and midrib in upper 

portion of a frond 

Fig.8. Cro鑓 sectionthrough the midrib in the lower portion of a frond 



Bull. Fac. Fish.， Hokkaido Univ.， XV， 4 PLATE II 

200 II 

4 

踊鵠覇軍事霊麗麗EllW
5 •• 5 

1 J/IIII コご主主主
1， 2 

6. 7， 8 
H. YamamoωSeaweeds new ωthe northern coast of Tsugaru Straits 



PLATE III 

Pachydictyonωriaceum (Holm倒)Okamura 

Fig. A. Photograph of two specimens from Moheji 

Fig. B. Photomicrograph of a cr，ωs section through the marginal portion of a frond 

showing the median layer between ω此exand medulla 

Dilophus okamur，αi Dawson 

Fig. C. Photograph of two specimens from Matsumae 

Ishige okamurai Yendo 

Fig. D. Photograph of two specimens of the most ωmmon type， about 6 cm. high 

Fig. E. Photograph of a large specimen measuring 17 cm. in length 

A悦 phiroaZQ附 taYendo 

Fig. F. Photograph of a t旬et仕ra郎.sp卯ora.加.nぼ凶g斜ia剖1specimen from Mat旬suma鵠e 

Prionitis pateπs Okamura 

Fig. G. Phoω.graph of a specimen dredged in a depth of about 4 m. at Sumiyoshi 

Callophyllis adnαta Okamura 

Fig. H. Photograph of a tetr鎚 .porangialspecimen from Matsumae 
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PLATE IV 

Hemineura 8ch骨titziαnαDeToni et Okamura 

Fig. A. Photograph of a relatively simple specimen from Matsumae 

Ac仰 80riumpol官制uru慨 Okamura

Fig. B. Photog四 phof four男児cimensof the most popular type from Cape Shirakami 

Fig. C. Photograph of one of the largest specimens which wereωst ashore at Nanω・

hama and ωllected by the writer 

Fig. D. Photograph of a Bpecimen from Cape Shirakami， enlarged to show macrosωpic 

vems 

AC1・0ωriumuncinαtum (J. Ag.) Kylin 

Fig. E. Photograph of a branch with h∞k-shaped tip and lateral branchlets 
Fig. F. Phoωgraph of a S1問:imendestitute of hook-shaped branch tips and branchlets 

Fig. G. Pho旬Igraphof a speeimen with many h∞k-shaped branchlets 
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